
令和 6 年 4 月 18 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所 JA全農あおもり 活動の様子の写真

やさいパッケージセンター

実施日程 R5.4.1～R6.3.31（月4～6回）

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

利用者数　等 延べ 約300人

＜目的＞
利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

＜成果＞
実施した結果

連携先企業（担当者） 　JA全農あおもり　やさい部　やさいパッケージセンター　　秋元　晴貴

⾧芋の皮むきに通い始めて最初の頃、私たちの作業スピードが足りなくて、いつも作業場の方々が間に入り手伝っていただいてノルマをクリア
することができていました。作業場の方々を見ていると無駄な動きが無く、仕事を時間までに終わらせるためにはどうするかを常に考えた発言
と行動をしていると分かりました。当初の私は、体力も無く⾧時間立ち続けるだけで一杯でしたが、継続して施設外へ行くことで体力をつける
事に繫がり、緊張する空間で集中する訓練にもなり、与えられた仕事を時間内にこなすのだという責任感を養うことができたと思います。私は
それまで施設内で賃金をもらうことは自分一人が頑張った報酬という意識でいました。ですが施設外へ行くうちに、自分と一緒に携わった方々
と皆で協力してお給料をいただいていたんだという意識を持つようになりました。視野が広がり始め、色々なことを前向きに捉えられるように
なってきていると実感します。この発見を大切にこれからも社会復帰のため、訓練し頑張っていきたいと思います。

⾧芋の皮剥き・消毒・梱包、清掃

限られたの時間、決められた数量をやり遂げなければ
ならい責任、効率を考え技術的な能力、またチームで
行うことで協調性を身につけることができる。

施設内だけでなく、施設外で働くことによって、より実践
的な技術の習得と、また、協調性や主体性、仕事への責任
感が高まり自信の向上に繫がった。
利用者も自身が地域に貢献できていることが感じ取れた。

　当センターでは、「とろろ」に加工するながいもの皮むき作業をしていただいております。流水での作業は手が冷たくなり
ますし、ながいもの滑りが増す条件下での刃物を使用した作業であるものの、これまで大きな事故が起きてないのは、同行し
ている職員の方々の目配り・気配りが行き届いているものと感謝申し上げます。また、就労の方々については、定時定量を
守っていただいている他、これまでの販売先からの品質クレームもなく、我々の依頼内容のまま作業大変助かっております。
現時点では「なくてはならない存在」となっていることから、今後についても、当センターにご協力くださるようお願いいた
します。

利用者からの意見・評価

住　所 青森県十和田市大字相坂字高見147-89 管理者名 立崎　文江

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0176-27-5636 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 農園カフェ日々木 事業所番号 0210600342

様式２


